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【目的】 
患者参加型火災時避難訓練(以下訓練)を計画し、訓練を通じて今後の課題を明確にする。 
 
【方法】 
訓練には患者 61 名、 職員 61 名が参加した。血液回路を通常どおりにテープ固定し非常ベ

ルと共にコンソールの警報音を鳴らした状態で独歩・担送による避難を行い、人員配置・

避難誘導方法を検討した。 
 
【結果および考察】 
実際に患者が参加し、警報音を鳴らした状態で独歩・担送による避難を行った事で、臨場

感ある訓練となった。事前に練習をしていた為、ケガもなく迅速に行えたが、避難中階段

での渋滞、夜間時や患者誘導･搬送を行う人員の不足・搬送方法などの問題点が見つけられ

た。実際は担送の患者に多くの人員を必要とし、他部署からの協力･連携が不可欠である。 
 
【結語】 
訓練に参加した患者･職員は一定の火災に対するイメージを持てたが、病院全体での取り組

みの必要性を強く感じた。今後も継続して行い火災への意識向上に努めていく必要がある。 


